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§令和６年度の事業概要及び 令和７年度の活動計画について§ 

 

 日本海洋塾理事長 都築雅彦 

 

 年度替りを控え、令和６年度の活動概況、及び７年度の計画をお知らせ致します。 

 

令和６年度事業の概要報告 

１、組織状況：  

  会員には、大きな変化はなく正会員２１人、一般個人会員２０人、 一般団体会員１社 

 （江東区観光協会）となっています。   

  役員は理事長都築雅彦、副理事長尾身衛男、理事岩本勝美、理事澤間譲治、 

 監事松﨑光男で執行してきました。 

  期中の活動は、毎月２回の役員会（活動状況の連絡調整、対応方の検討等）によって 

 対応しており、 令和 6 年５月２０日の総会決議に沿った運営を行ってきました。 

 

２、事業活動：  

  従来とほぼ同様の学内活動が中心となりましたが、外部の活動として、江東区 

 木場公園での「江東区民まつり」、豊洲公園での「湾岸まつり」に参加しました。 

①機関誌の発行 

  活動状況の報告、会員の意見表明の場として年３回発行してきております 

②明治丸の保守業務 

  毎週月曜日の定例メンテ作業で、船内の美化と維持を重点に実施してきました。 

 但し、昨年秋以降には、上甲板室構造材に変形、罅割れなどの劣化が進み、雨水が 

 木材内部に浸透、腐朽し、軟腐状態の部分が出てきています。 このため、損傷部の 

 早期発見と浸水防止、防腐剤の注入などの応急処置を施すようにしています。 

③広報活動 

  明治丸の存在を広めるため、江東区 NPO 法人会が取り纏めている「木場公園」での 

 「江東区民まつり」（10 月１９、20 日）、江東区観光協会主催の「豊洲公園」での 

 「湾岸まつり」(11 月９、10 日）に参加しました。 

 明治丸の模型展示やパネル解説、集客のためのくじ引き、物品販売など、広報活動に 

 参加、子供たちに好評を得ており、今後も継続していくこととしております。 

④物販 

  明治丸の定例公開日には、海洋会ボランティアクラブのガイド当番者の協力を得て、 

 明治丸チャイナ、明治丸缶バッジなどを来観者に販売していますが、学園祭、海の日の 

 イベントでの販売があり、秋のイベント参加分と合わせると 6 年度はまずまずの売り上げと 

 なりました。 缶バッジは 2023 年から 2 代目（3 種類各 100 個）作製、販売してきましたが、 

 残り僅かとなっています。 
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３、令和 5 年度収支状況 

  NPO 法人決算として取りまとめ中ですので、凡その収支状況を下表に出しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度活動計画について 

 今年度も従来の活動を継続しながら、機会を見て各事業の拡大をめざします。 

１、機関紙 Ocean の発行、ホームページの充実：（海事思想の啓発事業） 

  会員からの投稿を得て年３回発行しており、会員の意見表明の場でもあることから、 

 投稿者を増やす方策を考えます。 

２、明治丸保守業務：（文化財の整備保全事業） 

  重要文化財明治丸の保守業務は、船体劣化状況の点検確認を実施し、不具合部分 

 については、大学へ報告し、今後の修繕工事に資するようにします。 

３、大学事務局、海洋会ボランティアクラブとの連携活動 

  明治丸海事ミュージアム全般の展示環境を維持、改善に協力し、ミュージアムグッズ等 

 の円滑な販売実務ができるよう、支援することとします。 

４、外部団体イベントへの参画 

  江東区観光協会、江東区 NPO 法人協議会との交流を維持し、活動対象領域を広め、 

 近隣の市民にもこれを広げていきたい。 

５、収支予測 

  事業収支は前年と大きく変わるとは思いませんが、パソコン等の交換を考えており、 

 これの支出が収支に係わります。 

注 

 明治丸の存在を周辺区民にさらに知ってもらうため、当塾活動を更に広げる必要があると

思われますが、限られたマンパワーでは自ずと限度があり、苦慮しているところです。  会

員諸氏からのご意見などをお待ちしております。 

以 上   

 経常収益   経常費用（概算）   

①会費、寄付金  100,000 人件費 290,000  

①明治丸保守  930,000 地代家賃 150,000  

③物品販売 220,000 交通費、通信費 210,000   

  手数料等管理費 350,000  

経常収益計 1,250,000 経常費用計 1,000,000  

 経常増減 250,000  

支払い法人税 70,000  

正味財産増 180,000  
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§同期会と『白菊の歌』§ 

一般会員 福谷恒男 

 

今年の 2月は不順な天候に振り回された。上旬は 3 月並の温かい陽気だったが、下旬

になると前線が停滞して肌寒い日々が続いた。ところが我々13 回生の恒例の同期会が

開かれた 3月 1日(土)はこれまでと打って変わって雲一つない晴天となり、気温も上が

って全く「春が来た」感じであった。ところが翌々日にはまた気温が 20度近く下がっ

て雨の日が続いたので、この日の好天はまさに天佑としか言いようがない。 

会場は大学の構内の「マリンカフェ」だったが、明治丸海事ミュージアムに立ち寄っ

て、昔大学の正門に掲げられていた東京商船大学の銘板をお借りして会場まで抱えてい

った。高さ約 1m、幅約 25cm の銅製の銘板はけっして軽いものではなかった。15kg 近く

あったような気がする。会場の正面にでんと立てかけていると、皆が「これどうしたの?」

「どこから持って来たの?」と興味津々であった。 

これにはいささか訳があって、50年ほど前に母校の教官から「君の背中には商船大

学という看板がかかっていると思って頑張りたまえ」と言われたことがあるのだが、飲

み会の席のことゆえどの先生だったか思い出せず、こんな檄を飛ばす先生を知っている

か聞いて見たかったからである。誰も知らないという。当時大学入試共通一次テストの

導入が数年後に控えていたので、偏差値がどうのこうのと喧伝され、あまり芳しくなか

ったので「背中に云々はどうも・・・」と思って忠告に素直に従わなかったことを吐露

したところ、H君から「君、偏差値なんて人間性を表すものではないんだよ」とたしな

められた。彼は３０歳そこそこで会社を立ち上げて今日に至っている機関科の優等生で、

まったくわが不明を恥づることしきりであった。 

思うに商船教育は知・徳・体のバランスのとれた教育である。知のほうはともかくと

して徳のほうは全寮制と練習船による忍耐力と協調性の涵養、体のほうはマスト登りや

甲板磨きなどで鍛えられた。もっとも入試の時点で体力検査があり、航海科は吊るした

ロープに何秒か片手でぶら下がる必要があったので、皆必死でしがみついていたのを覚

えている。しかし「学力試験では合格したが、ロープから落ちたので不合格となった」

という話はあまり聞いたことがない。こんなことは、猿に聞かれたら笑われそうだ。 

ところで、<<閑話その 1>>、昨今 AI なるものが世間に跋扈するようになっているが、

大学をはじめとして教育全般にわたって大変革が迫られるのではないかと思われる。私

の関わっていた気象関係でも、スーパーコンピューターを使った従来の数値計算とは異

なった方法で AIがいとも簡単に予報を出せるようだが、あの難解な方程式はいったい

何だったのだろう。船のほうでも無人化船の就航が広がりつつあり、船員教育も陸上支

援体制を軸に変貌して行くと予想されるが、いいグランドデザインが策定されているだ

ろうか。 

閑話その 2。学校にある門すなわち校門にもいろいろあるようで、正門・通用門・車
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両門・裏門等があるらしい。その学校を代表する校門で有名なのは、正門ではないがよ

く知られたものに東大の赤門がある。海軍兵学校では正門は表桟橋であって、人や車が

出入りするのは裏門とよばれていたらしい。しかし戦後校名は海上自衛隊第一術科学校

と変わり、在職中に学生を連れて練習船で訪問し、また江田島青年の家の校務のついで

に車で訪れたことがあるが、正門は立派な銘板のはめられた元の裏門であった。 

閑話その 3。背中に背負うのが別のものだったら・・・。「止めてくれるなおっかさ

ん背中の銀杏が泣いている」というのは学生運動が盛んであった頃の T大学の学生の台

詞。『海洋』の第 902 号には N20 伊賀上氏の「コンパスマークを背負う話」が載ってい

る。いずれも軽いようで何となく重い使命感を感じさせる。扨て二宮金次郎の背負って

いたのは薪か柴か?。カチカチ山の狸のは柴だったためによく燃えたそうな。 

閑話休題。会も終わりに近づき、「白菊の歌」の出番となった。以前は２番か３番ま

でしか歌わなかったが、今回は７番まで、海洋塾の前理事長 M 君の朗々たる美声の音頭

で皆が唱和した。この歌は 10 番まであり途中に漢詩が挟まっていて長いようだが、当

時の歌としては比較的短い方だ。長いものはあの「鉄道唱歌」で 334 番まである。「白

菊の歌」の 10 番程度なら暗唱すべきである。 

この歌の前半に出て来る恋人とか涙という言葉をとらえて軟弱であると非難する向

きもあるが、後半は「男児志を立てて郷関を出ず。学若し成る無くんば死すとも帰らず」

という勇壮な漢詩もあり、続く 8番の歌詞は「満天雲なく月は澄み風はそよそよ吹きわ

たる秋の夜中の空高く折しも聞こゆる喇叭の音」となっている。これは 1番の「霞める

空に消え残る朧月」とは対照的で爽やかな歌詞である。寮に帰って明日の英気を養おう

というこの歌は単に懐古的ではなく、老人の我々にも力を与えてくれる歌である。たと

え下手でも漢詩を誰かが吟じてくれたなら、10番の「犬の遠吠えかすかなり」のあと

で「わぉーん、わんわん!」とやってもいいが多分ヒンシュクを買うだろう。 

会がお開きとなりこの銘板をまた抱えて返しに行くのはしんどいなーと思っている

と、前理事長の M君が「俺の車に乗っけてやる」と言ってくれた。天の助けと言うのも

大げさだが本当に助かった。運転が上手で、タクシーの老ドライバーのようであった。 

     

               2025 年 3 月 1 日 10:58:52  越中島・東京  
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§明治丸のお皿（その３）§   

正会員 佐藤勝二郎 

  

１．見学記念品 

明治丸記念館には、灯台視察船・明治丸がイギリスで建造され商船学校の係留練習船

になるまでの期間に使われた、お皿やフォーク・ナイフ等が展示されている。 

このお皿のレプリカを見学記

念品としてボランティアクラ

ブのガイドが販売している。 

 

この見学記念品のお皿には説明書が添付されており、機関誌 Ocean3 号（H28.3.1）に

全文を掲載している。 

この度、その説明書に誤りがあることが明らかになった。 

 

 

説明書の一部（下線部は誤り） 

 

枠内に 

 

 

 

 

機関誌 Ocean の前 29 号（R6.12.12）において、明治丸の後継船は新発田丸から羅州

丸と続き、その羅州丸は昭和 20年 3 月 22 日にアメリカ軍の空爆により淡路島東浦町の

海岸に自ら擱座＊するまで、灯台視察船として活動しており、擱座浸水した船内から、

飯塚羚児画伯＊がお皿等を回収したことを筆者は報告している。 

昭和 5年に羅州丸から明治丸にお皿が譲られたとの説明は誤りである。 

販売しているお皿の説明書の改訂版は、日本海洋塾において検討されている。 

＜説明書の抜粋：下線部が誤り＞ 

・・・・・・。 このお皿は明治丸が本学に譲渡されるまで、士官室で使用されて

いたもので、明治天皇もお使いになったものであります。明治丸が本学に譲渡され

てからは、羅州丸(明治丸の次の燈台視察船)で使用されていましたが、昭和 5 年同

船の引退に伴いそのうちの数枚が明治丸に譲られました。その後の東京大空襲など

の災難に耐えて、明治丸職員によって守り抜かれ、更に昭和 20 年終戦後、米軍第

七騎兵師団が校舎と共に明治丸を接収した時、当時の明治丸職員の機転により辛う

じて搬出され残されたものであります。・・・・・・・・ 
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